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新
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木
年
は

当
院
に
と
り
ま
し
て
、
昭
未
３９
年
４
月
に
市
立
大
洲
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院

（旧
病
院
彩
転
改
築
）
と
な

っ
て
５０
年
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経
過
す
る
、
ま
た

平
成
７
年
４
月
に
現
在
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に
新
条
彩
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し
て
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ら
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を
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え
る
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地
方
の
病
院
に
行
く
ほ
ど
医
師
不
足
、
着
護
師
不
足
が

大
き
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
地
方
の
医
恭
崩
壊
が
言
わ

れ
て
久
し
く
、
当
院
に
お
き
ま
し
て
も
医
師
不
足
、
医
師

の
漏
在
は
特
に
深
刻
で
あ
り
、
勤
務
医
の
負
担
軽
減
が
喫

緊
の
課
題
と
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つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し

い
医
療
環
境
の
十
、
地
域
に
良
質
な

医
療
を
提
供
す
る
公
立
病
院
と
し
て
の
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令
を
果
た
す
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め
に
、
本
年
も
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急
医
来
の
提
供
、
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ー
ム
医
療
や
病
病

・

病
診
連
携
の
根
菫
な
ど
地
域
医
薬
の
充
実
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
健
全
な
病
院
経
営
の
た
め

「大
洲
病

院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
病
院
改
革
も
着
実
に
工
め
て

ま

い
る
所
存
で
す
。
特
に
本
年
２
月
に
は
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
の
暮
入
を
予
定
し
て
お
り
、
恙
着
様
の
負
担
軽
減
と

医
来
安
全
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
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急
医
蒸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
媛
県
、

愛
媛
大
学
医
学
部
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
ま
た
喜
多
医

師
会
の
ご
協
力
の
も
と

「大
洲
喜
多
休
日
友
間
魚
恙
セ
ン

タ
ー
」
が
運
営
を
さ
れ
、
軽
症
恙
者
の
二
次
救
く
医
療
機

関
で
の
受
診
の
減
少
に
つ
な
が

っ
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
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医
蒸
資
源
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有
効
に
活
用
す
る
た

‐め
に
も
、
今
後
ど
も
臭

な
る
救
魚
病
院
の
迪
工
利
用
に
つ
い
て
、
皆
様
方

の
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
ｔ
上
げ
ま
す
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患者様に信頼される良質で安全 。安心な医療を提供し,地域社会に貢献します。

◆患者様の権利を尊重し、心のこもつた医療を実践します。

◆関係機関との連携を密にし、地域医療の充実に努めます。

◆職員一人ひとりが主体的に専門能力の研鑽に努め、質の高いチーム医療を提供します。

◆効率的で安定した経営基盤の確立に努め、健全な病院経営を目指します。

◆働き続けられる魅力ある職場環境づくりに努めます。

(第20号の主な内容》

●院長の年初ごあいさつ ……………… lP  ●インフリレエンザについて ……………・4P
●オーダリングシステム ………………・2P  ●地域医療連携室の利用を ……………・5P
●市民講座を開催 ………………………・3P  ●リハビリ通信・・………………………・5P
●外来待ち時間調査 …………………… 4P  ●南予ICLS大洲コース・・………………・6P

曹
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2月
から

による診察を
開始します !

大洲1病院では、患者様へのサービス向上と各診療業務の省力化など業務改善を図るとともに、指示

伝達ミス防止を一層徹底し医療の安全性を高めることを目的に、病院情報システムの構築に年度当初よ

り病院全体で取り組んでまいりました。

このたび 2月 3日曰の外来診療より、「オーダリングシステム」による診療を開始することとなりま

すので、その概要や患者さまの受診方法等についてお矢□らせをいたします。

緻警どんなシステムなの?

コンピュータを利用 して、診察内

容を正確かつ迅速にn~部 門へ伝達す

るシステムです。

従来の手書 きの伝票 (処 方箋、検

査伝票、画像指示箋、食事指示妻な

|1瀦締 D  I裸 〕 II毅紅)

過去の処方や検査結果も瞬時に

検索が可能となります

重複投薬チェック等も可能となり

医療の質の向上も図れます .

瞬時にlr違されます.

一咄網〕̈
1羊 の待ち時間の短縮 と指示伝達 ミスの防 |卜 につなが ります。また、蓄積 された情報を元に、検査結果や服菜

の状況を確認することが可能となり、医療の質の向上にも役立てられます。

M受 診の流れは変わるの ?

患考様が来院をされ受診して帰られるまでの基本的な流れに変わりはありません。再来受付機は更新されま

すが、現在お持ちの「診察券 (カ ード)」 もそのまま利用できます。

また、受付時には「受付票」(新患等の方には「患者基本スケジュール票J)を お渡しいたします。この受付

票を外来窓口や検査窓口にご提示いただくことより、受付票の「バーコードJで ご本人の確認とその方の検査

(見本 )

受 付 票

OOttCO月 00日  0時0分
本日の受付番号 OOOO
患者番号 =300==一

=
氏  名 大洲 太郎 様

生年月日 昭和0年0月 0日

[診 療 千斗]内 科

[医  師]OO医 師

[診療内容]診  察

[予約時間]00:00～ 00:00
[検 査内容]CT
[予約時間]00:00～ 0● :00

受付は終了しました。

診察券と受付票を持つて

各科外来へお越 しください。

市 立 大 洲 病 院

(バ ーコー ド)

等の指示が診療各現場で確認できる流れとなりまづ.

診察終 」
´
後は、総合受付に「受付票Jを ご提出いただくことにより、

会計計算を行いますので、お名前をお呼びするまで総合受付ロビーで

お待ちいただくことになります。なお、お菜については、今までどお

り「お薬引換券」を精算時にお渡しします。

さらに、診察終了後に総合受付または業局にご提出いただいていた

「カルテ袋」は、今後不要となります。ただし、2科以 卜受診され次の

診療Tlへ移動される場合はカルテ袋を持参して移動していただきます。

鉤修システム導入に伴 う患者様へのお願い

現在、病院職員もシステム操作能力向上のため、勤務終了後、その

技li習 得に努めているところです。

しかし、システム導入直後の2月 当初は、職員も初めての対応とな

りますので、患 1/様にはご迷惑をかけすることも多々あると思います。

今回のシステム導入の目的であります、■者様への「安全安′し、な医療

の提供Jと 「患者様満足度向上のための迅速な対応Jと いうlllTR旨 をご

理解いただき、ご了承いただきますようお願いいたします。
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1 次回の診察の予約
1 次回の検査の予約
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大洲病院主催の 市 講 を開催しました。

地域に密着した病院体制の一環として、大洲病院では「家庭で出来る減塩食を目指して」と題し、去
る11月 16日 0に市民公開講座を開催しました。午前に「減塩調理実習」、午後に「減塩と疾患の講演 。

相談会」と盛りだくさんの内容に多くの参加者が集いました。
「なぜ今、減塩なのか ?」 、食塩の摂取量を少なくする事で、

化や脳梗塞 心筋梗塞等の死に繋がる病気の予防になります。

に市民公開講座を随時開催してまいります。

市民講座での

演題『食塩と血圧について』
～健康長寿を目指して～

副院長 中 西 公 王

日本人は古代 より生命活動のための塩の精製技術が

発達 し、農耕民族で塩を食す習慣が続 きました。現在

は飽食 雑食の時代 となり嗜好 利便性を高めるもの

として食塩を多用 しています。

か らい物 をた くさん食べると喉が渇 き水 を飲みま

す。それは塩分を薄める為で、血液を含めた体液量が

増加 します。心臓は血液を送 り出すボンプで、押 し出

す力の事を血圧 と言っています。そこで食塩を摂 り過

ぎると高血圧が起こるわけです。高血圧治療の目的は

心臓や血管の障害を原因とする病気の発生や死亡を抑

え、健康に過ごせる時間をできるだけ増やす事です。

脳血管疾患は、日本人の死因の第 3位であるだけで

な く、要介護の原因疾患の約1/4を 占め、高齢化社会

において、その予防は極めて重要なテーマになります。

減塩、血圧治療で脳卒中は減少 してきましたが、糖尿

病 月巴満 高脂血症の増加で心臓病はまだ減少にいたっ

ていません。減塩とともに生活習慣の是正 も重要です。

演題 F高血圧と塩分についてJ

～自分の腎臓 を守 るために～

副院長 佐 藤 武 司

血圧とは′亡、臓から送り出す血液量×血管の硬さにF‐5

係します。塩分が多いと体液量が増加し血圧が上がり

ます。日本人の塩分摂取は年々減少しているとは言え、

外国と比較すると依然として多い状況です。血圧管理

には塩分制l限が重要です。

高血圧とは140/90以 上 (家庭血圧135/85以上)ですが、

持病があれば目標値が変わるので医師の指導を受けて

ください。

高血圧を放っておくと動脈硬化が進み′亡ヽ臓 脳など

の臓器障害を起こし、末期腎不全となれば透析を行う
ことになります。透析息者も年々増加傾向となってい

ます。心筋梗塞などで命を落とす原因となる高血圧は、

サイレントキラーと言われています。

血圧は日々変動します。早朝の血圧上昇は′亡続 梗塞

脳卒中を引き起こす引き金となっています。毎日の習

慣として、家庭で早朝血圧測定を行い、記録を残して

おくことも大切です。

国民病と言われる高血圧ひいては動脈硬

今後も市民の皆様のlll康 維持増進のため

減塩調理実習
24名 の参加者が調理師 栄養

士とともに、「C旬 のtl鮮 な食材
を使うJ「●香十料 (カ レー粉等)

を利用するJ「0塩分の少ない調

味料 (マ ヨネーズ、ケチャップ等)

を活用する」を減塩食のポイン

トに調理実習を行いました。

参加者からは「実際に '1分 の舌で確かめられ大変勉
強になったJ「 ちょっとしたことで減塩食になることを

知ったJな どの感想が寄せられました,

◆減塩メニューレシピ
(1食当たり488kcJ塩分 2g)

鯛のたたき (塩分08g)

油揚げ白業ロール (ク 08g)

春菊の白和え (ク 02g)

ポテ トのカレー炒め (″ 02g)

講演・相談会
午後の第2部では、約60名 の参加を得て、「減塩と疾

患Jに F‐|す る講演 相談会を開lilEし ました。

まず講演会では、中西医師 (内 科)と 佐藤え師 (泌

尿器科)の両副院長からの基調講演の後、看護師から「

血l■ の世1り 方J、 菜剤師から「高而l■ と薬J、 管理栄養士

から「栄養のバランスJに ついて、それぞれ実技などを

交えながらお話をさせていただき、参加者の皆さんは

熱心に聴講されました。

講演後は相談会に移

り、参加者のご質問や

心配事に当院スタッフ

が専門的立場か らこ助

言 をさせ ていただ き、

有意義な市民講座 とな

りました。

朽
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〇調査部門 診療科 (内 ll‐、外科、整形外科、泌尿器科、

眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科 )

各部署 (薬局、検査、レントゲン、リハ

ビリ、会計)

○調査期間 10月 7日 (月 |～ 11日 1● 5日 間

○調査人数 30名 /日  計150名

◆全診療科待ち時間 (受付～診察開始)

◆診療科別所要時間 (受付～終了)

1   2108      2.o,               0.26

内科    外科   整形外科  泌尿器 l   眼科    耳鼻科   皮膚科

◇調査結果から今後の対応策を
立案し実行してまいります◇

この 1年 Po5、 「初診の方には大まかな待ち

時間をお伝えする」「待ち時間の長い方には

外出や食事を促す」などの改善策に取り組み

ました結果、若干ながらも待ち時間の改善を

図ることができましたrla、 まだまだ患者様に

はこ迷惑をおかけしております。

抜本的な改善は、医師不足が解,肖されない

限り困難な状況ではありますが、今後とも病

院全体で待ち時間の短縮に努めてまいりま

すので、こ理解とこ協力をお願いします。

また、患者様が満足して診察等を受けてい

ただけるよう、職員―同 “おもてなし"の心

をもつて対応することの大切さを認識し、接

遇向上にも努めてまいります。

大洲病院では、「患者さまに選ばれる病院づ

くりJの一環として、待ち時間短縮に向けて

の工夫や患者さまの満足度の向上を図ること

を目的に、毎年度外来待ち時間調査を実施 し

ています。

その調査結果をお矢□らせします。

●診察開始まで 2時間以上お待ちいただく患者様の

害J合 は、全体で25300か ら200%と 53ポイン ト

改善しました。

●受付から診察開始までの金科平均の待ち時間|よ 1時

間18分で、その診療科ことの平均待ち時間は、左

下表のとおりですが、特に改善が見らl■た診療科 よ、

泌尿器科 2時間42分⇒ 2時間06分

眼  科 2時間05分⇒ 1時 PB01 4分

となつてます。

●諌た、受付から会計終了までの全所要時間も、全

科平均で 2時間01分から1時P0051分 に改善されま

した。なお診療科ことの所要時間|よ左下表のとお

りです。

◆薬局待ち時間

0～ 5分  5～ 10分 11～ 15分 16～ 30分 31～ 60分 1時間 ～

インフルエーンザについて
感染 した場合の症状は ?
●38度以上の高熱、悪寒、頭痛、関節痛、筋肉痛などの全身

症状。セキ、のどの痛み、鼻水など。

●発熱|ま 3～ 5日続き 1週間ほどで治ります。

●かかつたかなと思つたら早めに医療機関を受診し治療を受

けましょう (抗ウィルス薬は症状が出てから48時間以内に

服薬することが必要です)。

●子ども、高齢者、持病を持つ方よ重症化する恐れがあります。

当院では感染拡大を防ぐため、流行時期には次のような対応

をとらせていただきますのでこ協力ください。

◆入院患者様への感染を防ぐため、一定の期間、面会をお断

りすることがあります。

◆熱、咳、嘔吐、下痢の症状がある患者様 ま職員に申し出く

ださい。

◆感染疑いの患者様は発熱外来での診療になる場合があります。
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績極的な『]醸蜃鮒封動はmのビ利雉毯]

艶整盛生壺院の架け橋。それが地域医療連携室です !!

『地域医療連携室』は、病病 病診連携、退院 (療養)支援、医療 ネ冨祉相談を包括する組織で、医療ソーシヤ
ルワーカー (社会福市L士)と 看護師が配置されています。

忠者さまやご家族をはじめ地域の方々が、この地域で安′しヽして生i舌 していただけるよう

等と当院、そして患者さまとの架け橋となるよう、さまざまな業務を取 り扱っています。
どうぞお気兼ねなく地域医療連携室をご活用 ください。

駐丑量肇福帖ι舎事
に関するお悩み事の

‖躍 三塁菫早?言院紹介
も

病気や治療に関する相談、生活や入院による

不安や生活課題、当lLへのご意見 ご要望牛に

対して、専任のソーシャルワーカーと看護師が

専門的な立場でご相談をお受けしています。

午自i中は1階総合受付横の「患者様相談コー

ナーJで、午後は1階ATM横の「地域連携室

内Jで対応していますので、医療 iu祉に関す
ることは何でもお気軽にご相談ください。

精密な検査や入院が必要となった場合は、開業医から病院
へ紹介が行われ、人院治療の必要がなくなった場合は病院か

ら開業医へ ('■ )紹介するというように、病院と開業医等が

連携を取 りながら地域での医療を進めています。

開業医の紹介状を持参して当院を受診される方は「初診扱

い」となり、再診 (予約)患者様の空いた時間枠内での診察

となることから、長時間お待たせすることなりご迷惑をおか

けしています。

しかし、紹介状での受診の場合でも、

かか りつけ医から事前に地域連携室を

通 じてご紹介いただくと、診察予約時間

をお取 りすることが可能 とな りますの

で、ぜひ、かか りつけ F‐ 師とご相談の

うえ地域医療連携室をご利用ください。

r//1ビff通信
～シI′―ス④～

肩こりは、放置しておくと慢性的な頭痛や倦怠感を起こし、硬くなつた筋肉|まなかなかほぐすことが難し

くなります。そうなる前に早めに対処していきましょう。今回は、簡単な肩ストレッチの方法を紹介します。

輸

|―
|  ―

◆背筋を伸ばして、両肩を同時に耳に
つけるような気持ちですくめる。肩
の力を一気に抜いて下げる

■は 5秒程度保持 してください。

どの運動 も数いヽ 10日 程度を目安に

イTっ てください,

継続 して運動することが大切ですが、

痛みが伴う場合は、無理をして行わな

いよう気をつけましょう.

◆背筋を伸ばして頭の後ろで手を

組み、両肘を前に開じた姿勢か
ら始める。ゆっくりと両肘を外
側にまっすぐ開く

①前屈・側屈ストレッチ ①肘あおぎ運動

前屈

に、地域の医療機関

肩こιlのストレッチ

②肩すくめ運動

:背 B77を 伸ばし頭の後ろで両手
を組み、首をゆっくり前へ倒す

側屈 i手 をこめかみのところへ置き、ゆっ

くりと押す。左右どちらも行う
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蝙

谷 口

内 科

1診 谷  口 谷  口 谷  口 谷  口

2 診 中 西 中 西
徳本 (肝臓外来)

(第 245) 中 西 休 診

3 診 今 峰 清 水 今 峰 清 水 今 峰

神 経 内 科 1診 休  診 休 診 休 診 岩城 (月 2回 ) 休 診

外 科
1診 李 李 予約のみ

(手術日)

李 上  居

予約・検診 土  居 土 居 土  居 李

整 形 外 科
※初診は、

午前10時∞分から
診療開始

初 診 間 崎 問  崎 田  口 休 診

(手術日)

田  口

再 診 田  口 田  口 問 崎 問 崎

泌 尿 器 科
※ 6

1診 佐藤武 佐藤武 佐藤武 佐藤武 佐藤武

2診 佐藤秀 佐藤秀 佐藤秀 沢  田 佐藤秀

眼 科
受付午前10時∞分まで

1診 休 診 愛大医師 体 診 休 診 愛大医師

耳鼻咽喉科 1診 田  口 休 診 西  田 休 診 勢 井

皮 膚 科 1診 休 診 増  田 佐  山 休 診 花  川

※ 1 診療受付時間は、午前8時 15分から午前11時 30分 までです。
※2 緊急手術等により受付時間を繰 り上げる場合があります。
※3 休診 日は、土曜、日曜、祝 日および年末年始です。
※4 担当医師の変更、休診の場合がありますので、事前に電話でお問い合わせ ください。
※5 整形外科の毎月第二火曜日は、愛媛大学 三浦教授による膝専門外来があります。
※6 泌尿器科の診療時間は透析 入院患者様対応のため、 1診は9時45分、 2診は10時45分からの診療開始となります。

市立大洲病院 80893-24-2151

咆形聰鉤 聾多χち鶴えて
救急看護認定看護師 向 井 直 基

11月 17日 (日 当ヽ院で『第9回大洲ICLSコ ースJが行われました。

!CLSコ ースとは、救急医学会認定の医療従事者のための「蘇

生 トレーニングコースJの ことで、突然の心停止に対する最初

の10分の救命対応と適切なチーム医療を習得することを目的と

した実技を中心としたコースです。

受講者にとっては 1日 がかりのハードなコースでしたが、当

日は南予を中心とした愛媛県下のインス トラクター、近隣消防

署、当院のスタッフが関わり、近隣病院からの受講参加を得て、

救 急病 院適 正利 用 のお願 い

当地域の救急医療は、休日夜間急

患センター (初期救急)と二次救急

医療機関で実施していますが、救急

機関を利用される軽症患者の増力□

は、スタッフの負担が増大し、最終

的には地域の救急医療体制の崩壊に

つながる危険性を包含しています。

当地域の救急医療体制を皆さまで

守るため、「かかりつけ医で診療時

間内に受診する」「軽症等の場合は

休日夜PB5急患センターを利用する」

など救急病院の適正な利用をお願い

いたします。

◆大洲喜多休日夜間急患センター

平日・土曜 午後 8時～ 11時

日曜・祝日 午前 9時～午後 6時
●23-1156

各々が臨床現場における非常に

有効なスキルを得ることができ

ました。

今後も地域の医療者の救命技

術向上と地域医療の質向上につ

ながるよう、この取り組みを継

続していきたいと考えています。ヽ 嘔L


